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～住み慣れた地域で生き生きと
　　　　暮らし続けられる千葉県を～

「地域包括ケアシステム」「地域包括ケアシステム」



このような現状の中、高齢者が住み慣れた地域で
安心して自分らしい暮らしを続けるためには
どうすればいいのでしょうか？

次ページで

◇介護や支援を要する人は増えていきます

出典：2017年度は市町村の見込値の合計による。
2020年度、2025年度は市町村の推計値の
合計による。

介護者の多くが、同居している家族です。
高齢者が高齢者の介護をする等、家族の負担も増えます。

◇多くの方は、住み慣れた地域で暮らし続けることを
希望しています
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千葉県の要介護等認定者数は、

年々増加することが見込まれてい

ます。要介護４及び５のいわゆる重

度者は、２０２５年には７万６千人を

超える見込みとなっています。

介護が必要になっても住み

慣れた地域で暮らし続けたいと

思うか聞いたところ、「暮らし続

けたい」「どちらかといえば暮

らし続けたい」と希望した方が

全体の７割を占めています。

出典：第55回県政に関する世論調査
　　 （平成29年度）

18.1％18.1％

11.4％11.4％

人との交流が少なく、頼れる人がいない場合があります。
また、高齢者は家庭内の事故も多く、一人暮らしの高齢者が
孤立化しないよう地域で支える必要があります。

75歳以上になると介護が必要になる人の割合が、大きく増えると言われて
います。
高齢者の暮らしを支える担い手がますます必要になります。
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◇高齢者は、今後も増え続けます

千葉県の人口は緩やかに減少して

いきますが、高齢者は増加し続け65

歳以上の高齢者については、約1.1倍

７５歳以上の後期高齢者について

は、約1.5倍に増加することが見込ま

れています。

出典：2015年は総務省統計局「国勢調査結果」
2025年は国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」

◇一人暮らしの高齢者が増えていきます

一人暮らしの高齢者世帯数は、約１９

万世帯から３２万世帯に増加すること

が見込まれております。高齢者全体に

占める割合は、１７．6％になると見込ま

れています。

出典：2015年以前は総務省統計局「国勢調査結果
（各年10月1日現在）」、2020年以降は国
立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯
数の将来推計（都道府県別推計）（2014年
4月推計）
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総合相談・支援
本人、家族、住民からの
相談窓口になります

介護予防
ケアマネジメント

要介護状態にならないために
ケアプランを作成します

包括的・継続的
ケアマネジメント

医療機関、民生委員、介護サービス
事業者など様々な機関をつなげ、

地域で支援します

権利擁護
虐待・消費者被害・金銭管理
など高齢者の権利を守ります

千葉県内の地域包括支援センター一覧は、
下記の千葉県ホームページでご覧いただけます

https://www.pref.chiba.lg.jp/hoken/
kaigohoken/service/
houkatsushien.html

「地域包括ケアシステム」は、行政や医療・介護などの専門職の方だけではなく、

地域のことを一番良く知っている地域の皆さんの力が必要不可欠です。地域の

特性に合った地域づくりを地域みんなでつくりましょう！

普段の生活の中でできる取組みは？

次ページで

保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャー
などの専門スタッフが対応します

高齢者の皆さんが、住み慣れた自宅、地域で暮らし続けられるよう、様々な相談
に応じています。
介護、福祉、医療に関することなど、どこに相談していいかわからない場合、

まずはお住まいの市町村の地域包括支援センターにお気軽にご相談ください。

地域包括支援センターは、身近な生活圏域ごとに設置されています。

◇地域包括支援センター

QRコード

高齢者が住み慣れた地域で、安心して自分らしい暮らしを続けるためには、
「住まい」・「医療」・「介護」・「介護予防」・「生活支援サービス」が、地域の中で一体
的に提供される仕組み作りが必要です。

。すまいいと・・・をみ組仕のこ

医療 介護

地域包括支援センター

介護予防

住まい

生活支援

地域包括ケアシステムの５つの要素

・・・体操教室、口腔ケア、栄養指導など

住まい

介護

介護予防

生活支援

医療 ・・・かかりつけ医、かかりつけ薬剤師、訪問看護など

・・・清掃や買い物の支援、配食サービス、見守りや安否確認など

・・・訪問介護、通所介護、小規模多機能、特別養護老人ホームなど

・・・自宅、サービス付き高齢者向け住宅、養護老人ホームなど
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◇ちばSSKプロジェクト

一人暮らしの高齢者などが孤立することなく、必要な支援を受けながら安心し
て暮らせるよう、地域において声かけや見守りなどの支え合い活動を実践するこ
とが重要です。そこで、県では、県民一人ひとりが具体的な行動を起こすきっかけ
づくりとなるよう、「ちばＳＳＫプロジェクト」を実施しています。

SSKとは？

「ＳＳＫ」は、「しない」のＳ、「させない」
のＳ、「孤立化！」のＫと、それぞれのア
ルファベットの頭文字を取って記号化し
たものです。

協力店登録制度

日常業務の中で声かけや新聞等がたまっていないかの確認などの高齢者の見
守りのほかに、運動指導や交通安全の呼びかけ等、事業所の特性を生かした取組
みを合わせて行う事業所を『「ちばＳＳＫプロジェクト」協力店』として登録します。

ちばＳＳＫプロジェクトシンボルマーク

平成31年1月4日時点で622事業者が登録されました。登録した際には、
県ホームページに掲載し、希望する事業所にはステッカーを交付します。

どんどん増えているね！

高齢者地域支え合い活動団体表彰

高齢者地域支え合い
活動に取り組んでいる団
体を対象に、その取組み
を称えるとともにこれを
広く紹介するための表彰
制度です。

平
成
３０
年
度

千葉県
知事賞

九丁目きずなの会（我孫子市）
「高齢者の見守り活動及びサロン活動」

奨励賞

やまゆり会（印西市）
「認知症予防を目的としたサロン活動」

総元地区地域ぐるみ福祉協議会（大多喜町）
「お弁当配食を通じた見守り活動」

身近で困っている
人がいる！

何かできることは
あるかな？

生活支援コーディネーター※ 1

市町村等へ相談

地域の情報を
待っています

自治会や地域ケア会議※ 2などで
地域の方の意見や知恵をヒント
に解決方法を検討

地域の中にゴミ出しや買物
等に不便を感じている人が
いるかもしれません

老人クラブ、自治会等
地域活動への参加

やってみよう！

近所の人に挨拶や世間話をすることから始めてみよう！

まずはできることから！

や地域包括支援センター又は

地域住民や多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつな

がっていくことが大切です。

※１ 生活支援コーディネーター：地域において介護予防・生活支援サービスの資源
開発やネットワーク構築を行う人です。

※2 地域ケア会議：地域包括支援センター等で開催されている高齢者の支援方法
を検討する会議です。
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地域住民や多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつな

がっていくことが大切です。

※１ 生活支援コーディネーター：地域において介護予防・生活支援サービスの資源
開発やネットワーク構築を行う人です。

※2 地域ケア会議：地域包括支援センター等で開催されている高齢者の支援方法
を検討する会議です。
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ひとりで悩まないで！

・お住いの市町村の地域を担当する「地域包括支援センター」
https://www.pref.chiba.lg.jp/hoken/kaigohoken/service/
houkatsushien.html

高齢者の介護、福祉、医療に関する相談（どこに相談したらいいか
わからない場合）など

QRコード

QRコード

QRコード

QRコード

QRコード

介護サービスを利用したい、施設に入りたい等の相談
※介護保険や介護サービスに関すること

・お住いの市町村介護保険担当窓口
https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/kaigohoken/service/busho.html

認知症・若年性認知症の人やその家族の悩みについての相談

・ちば認知症相談コールセンター
TEL.０４３－２３８－７７３１（月、火、木、土曜日の午前１０時から午後４時）
http://www.chiba-alzcc.com/

・千葉県若年性認知症専用相談窓口
TEL.０４３－２２６－２６０１（月、火、水、金曜日の午前９時から午後３時）

・認知症疾患医療センター（県内11か所）
https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/shien/ninchishou/d-center.html

認知症に関する専門医療相談、医療情報提供

お気軽にご相談ください。地域包括ケアシステムの構築には県民、専門職、
行政みんなのちからが必要になります。

〒２６０－８６６７ 千葉市中央区市場町１－１
電話 ： ０４３－２２３－２３４２ ＦＡＸ : ０４３－２２７－００５０
ホームページ ： https://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/houkatsukea.html

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

【発行】
千葉県健康福祉部高齢者福祉課 地域包括ケア推進班
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